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日常生活史B女 の場合
「1900年 か ら1933年 まで のブラウンシュヴァイクにおける

労働者 の日常生活 」(そ の二)

宝 福 則 子

は じめ に

本稿 は,「人文研究」第91輯 に続 く,「1900年 か ら1933年 までのブラウン

シュヴァイクにおける労働者の日常生活」のインタビュー資料分析シ リーズ

のひとつである。この資料の由来や分析法方等については,第91輯 を参照さ

れたい。

当該資料 は,1980年3月28日 に被インタビュアーのブラウンシュヴァイ

ク ・シュテックハイムの自宅 における,4時 間にわたるインタビューを,A

4タ イプ用紙105ペ ージに書 き起 こしたものである。インタビュー途中で配

偶者が帰宅 し,途 中か らインタビューに加わったので,彼 の日付データ等に

関する発言 も考慮 した。 ここで,参 考のため,ま ずB女 の略歴 と両親につい

て簡単に記してお く。

1909年10月9日 ブラウンシュヴァイクで誕生

1923年 一1926年 家事見習い

1926年 一1930年 ブリキ工場や缶詰工場における未熟練工場労働者

所属団体等

1925年 一1929年 山歩 きのクラブ

1926年 一1933年 ドイツ金属労働者連盟

1927年 一1933年 自転車愛好家協会 「連帯」

1930年 頃 より 社会民主党SPD

1929年 家具職人の最初の夫 と結婚,1930年 に男子 を生む
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1945年10月11日 夫 が 首 つ り自殺

1953年6月18日2度 目 の 夫 とブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク の シ ュ テ ッ クハ イ ム

で 再 婚

1961年 よ り専 業 主 婦

父1889年 に ヴ ォル フ ェ ン ビ ュ ッテ ル で 誕 生 し,1968年 に ブ ラ ウ ン シ ュ

ヴ ァ イ ク の病 院 で死 亡 。

職 業 は,窓 拭 き な どの 単 純 労 働 者 と して 出発 後,様 々 な 仕 事 に従 事

1915年 か16年 に独 立 し,窓 拭 きの 自営 業 者 とな る。1919年 よ り,帝

国 鉄 道 に勤 務 。

所 属 団 体 等

1915年 か16年 まで,ド イ ツ工 場 ・農 業 ・未 熟 練 男 女 労 働 者 連 盟Ver一

ろandderFabrik-,Land-,」 田恥 α7ろ8舵7undarbeiterinnenDeutsch一

乙αηみ

1919年 よ り,ド イ ツ 鉄 道 労 働 者 連 盟/ド イ ツ 鉄 道 員 統 一 連 盟der

DezatscheEisenbahner-Verband/EinheitsverbandderEisenbahner

Deutschlands,演 劇 協 会Theaterverein

母1890年 に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ クで 誕 生 し,1964年 に 同 地 の 病 院 で死

亡 。

]職業 は,未 組 織 の 未 熟 練 工 場 労 働 者 。子 供 の 誕 生 後 は,1920年 か21年

よ り30年 代 初 頭 まで新 聞 配 達 。

8回 の 出 産(内,双 生 児 出 産2回)と5回 の 流産 を経 験 。

1.両 親 に つ い て

私の両親は学校時代 に知 り合い,1911年9月24日 にブラウンシュヴァイ

クで結婚 しました。私が生まれてす ぐに結婚 しましたが,私 は法律上は,両

親の私生児 として生 まれました。父は,母 と結婚で きない くらいな ら,他 の

女 とは結婚 しない と言 っていたということです。教会の結婚式は挙 げていま

せん。私の母 は,未 婚で私を生みましたが,父 といっも一緒に住んでいまし



日常生活史一B女 の場合 245

た か ら,嫌 な 思 い は して い ませ ん が,隣 近 所 の 噂 話 の種 に は な っ た そ うで す 。

両 親 が す ぐに結 婚 で き なか っ た 理 由 は,両 親 の母 親 同 士 が,お 互 い我 慢 で き

な い ほ ど に,仲 が悪 く,結 婚 を許 され な か った か らで した 。 どち ら の親 も,

当 時 まだ純 粋 に労 働 者 の 居 住 地 域 だ った,マ ウ ワ ー ン通 りMauernstraBeに

住 ん で い ま し た。今 の マ ウ ワ ー ン通 り とは比 較 に な り ませ ん。母 方 の祖 母 は,

土 地 を2区 画 所 有 して い ま した 。 彼 女 は,母 が,た だ の 労 働 者 よ り も良 い職

業 につ い て い る男 と結 婚 す る こ と を望 ん で い た の で,父 は,婿 と し て不 満 足

だ った の で す 。 そ れ で,両 方 の母 親 は,お 互 い に怒 り狂 い,戦 争 状 態 に な っ

た とい うわ けで す。 そ の結 果,母 は妊 娠 す る と即 刻,家 を追 い 出 さ れ ま した 。

母 は,父 と同 居 す る まで,あ ち こち 転 々 と移 り住 み ま した 。 両 親 は,お 金 が

な か っ た の で,す ぐ に は同 居 で きな か っ た の で す。 あ の 頃 は,今 時 の若 い人

の よ う に 「今 日,結 婚 し ます 。 車 を買 い ます 。 そ して す ぐに大 き な住 居 に 住

み ます 」 とい うわ け に はい か な か った か らで す 。 両 親 が,最 初 に同 居 した所

は 知 りませ ん が,ツ ェ ラ ー 通 りCellerStraBeに 住 ん で い る時 に,私 を病 院 で

生 み ま し た 。 私 は,生 後 す ぐに新 教 の 洗 礼 を受 け て い ます 。 そ の 後,母 は 父

と正 式 に結 婚 して,ラ ンゲ 通 りLangeStraβe10il$の ア パ ー トに落 ち つ き ま

した 。

母 は,麻 の 紡 績 工 場 や,ク ヴ ェル ナ ー 缶 詰 工 場 等 で働 き ま した 。 他 に ど こ

の工 場 で 働 い た の か は知 りませ ん が,と に か く,仕 事 な ら何 で も した とい う

こ とで す 。 子 供 が で きて か ら は,新 聞 配 達 を し ま した 。 朝 は 『ラ ン デ ス ツ ァ

イ トゥ ン ク』"Landesgeitecng",昼 に は 『ア ル ゲ マ イ ナ ー ・ツ ァ イ トゥ ン ク』

"AllgenzeinerZeitung"
,午 後 に は 『デ ィ ・ノ イ エ ス テ ン ・ナ ッハ リ ヒテ ン』

"DieIVeuestenNachrichten"を 配 達 し ま した
。 最 後 は 『ア ル ゲ マ イ ナ ー ・ツ ァ

イ トゥ ン ク』 の み で した 。 弟 た ち が 見 習 い の職 を得 て,家 を 出 た の で,配 達

の手 伝 いが い な くな り,又,父 が線 路 工 事 マ イ ス タ ー にな った 時 点 で,父 が

新 聞 配 達 を や め させ た の で す 。

私 の 母 は,子 供 の 頃,登 校 前 に,パ ン の配 達 を した とい う こ とで す 。 彼 女

が 子 供 の頃 は,も っ と大 変 な 時 代 だ っ た の で し ょ う。そ の 頃 は,子 供 た ち は,
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親 と一緒 に何 らかの仕事をしなければならなかったということです。彼女の

場合は,パ ンの配達だったわけですが,朝 の5時 から始めて,そ の後に,学

校へ行ったのです。それで も,母 は,ク ラスで一番の生徒で した。母の先生

が,私 が結婚 してからも私の両親の家に訪ねてきたものです。私 も同 じ先生

の生徒でした。私の母や叔母さんたちと同じ先生だった というわけです。

2.弟 たちにつ いて

私は,両 親の長女で,弟 が4人,生 き残 りました。その他に,私 のすぐ下

に1910年 に弟が生 まれ ましたが,生 後す ぐに未熟児で生 まれて,亡 くなりま

した。その次に,男 の子 と女の子の双生児が1912年8月 に生まれ ましたが,

生後1年 以内に百 日咳で亡 くな りました。 またさらに1913年8月12日 に男

の子の双生児が早産で生まれ,生 後す ぐに亡 くなりました。当時の ドイツで

は,と くに,労 働者の家庭では幼児死亡率が とても高かったのです。衛生状

態 はそれほど良 くなかったし,医 者の費用 をまかなった り,食 事 さえも満足

にできなかったし,何 もなかったのです。 どの子 もブラウンシュヴァイクで

生 まれています。亡 くなった弟たちや妹の名前は,す べてわかりません。

その後に,生 き残った弟たちが生 まれたのです。ハ ンスが1914年8月15

日,次 のクル トが1915年8月9日,そ の次のハインツが1918年6月13日,

末のヴァルデマーが1919年12月16日 に生 まれました。ハインツ とヴァルデ

マーだけが,ま だ生きています。クル トは1979年 の聖夜 に,肺 癌のために64

歳で亡 くな りましたが,彼 は1日 に70本 か ら80本 もタバコを吸っていまし

た。ハンスは1952年 か53年 に首 をつって,亡 くな りました。生 き残った弟

たちは,み な結婚 しました。

私の後に,ハ インツも出征することになって,戦 争中に結婚 しましたが,

彼が戦争に行 っている問に,妻 が馬鹿なことをして,離 婚 しました。彼は,

捕虜 になり,や っと1948年 に帰還 しました。ハ ンスは,戦 争前の1932年 か

ら34年 頃に結婚 しました。クル トは,3度 も結婚 しました。最初の時 も,彼

のどの結婚の時期 も,覚 えていません。
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弟達の職業 は,ハ ンスが自動車整備工,ク ル トは旋盤工,ハ インツが木工

建具職人,ヴ ァルディマーがオフセット印刷工で,み んなブラウンシュヴァ

イクで働いていました。現在は,皆,年 金生活者です。ヴァルディマーは早

期年金受給者です。クル トもですが,彼 は,も う1年 残 して,今 年,早 期年

金受給者になりました。

弟たちの妻の職業にっいてですが,ハ インツの最初の妻 は工場労働者で し

た。今の2番 目の妻は,カ ールシュタッ ト・デパー トの売 り子です。クル ト

の今の妻は印刷工です。最初の妻は専業主婦でしたが,離 婚後に郵便局へ働

きに出ました。結婚前に働いていたかどうかはわか りません。2番 目の妻に

は会 った ことがないので,わ か りません。ヴァルデ ィマーの妻は,陶 器 ・ガ

ラス器の売 り子の職業教育 を修めて,卸 売 り業で働きました。

私 は,弟 たちの中では,末 の弟のヴァルディマーが一番好 きです。一番好

きでないのは,ク ル トです。彼は一家の嫌われ者で した。彼はいつも私たち

のす ることを嗅 ぎ回って,私 たちが何 を食べてしまったか,言 いっけた りし

た ものです。両親 は,金 曜 日毎に,買 い物に行 くと,い つも私たちにアメを

一袋買ってきて くれました。私たちは,そ れを公平に分 けるのですが,一 つ

余分に残 ると,い つ も彼が とった ものです。そして,自 分の分を早 く食べて

しまっては,私 たちのアメをねだ り,「お前がやったことを,絶 対にお母さん

に言いつけるぞ。言いつけるか らな」 と私たちを脅 したものです。実際には

言いつけませんでしたが,私 たちがアメを与 えるまで,言 い続けるのですか

ら,み んな彼にとて も腹 をたて ました。それに,食 事時 に,私 の脚 を蹴って

おいて,「 あ一,あ 一,お 父 さん,お 姉ちゃんが また足を蹴ったよ」と大嘘を

言って,叫 ぶのです。馬鹿な子で したよ。ある時,私 が家 に帰る途中,学 校

帰 りの彼に出会いました。腕 を下に下げたままなので,わ けをきくと,「腕を

動かすことができないよ」 と言 うのです。それで,彼 を自転車の荷台に乗せ

て帰 りました。母が,「 一体,ど うしたんだい。す ぐに横にな りなさい」と言

い,彼 が寝ると,そ の脇 にチ ョコレー トを置いた ものです。そして,私 たち

が台所へ入って,「本当にあの子が腕 を動かせないのかどうか,見 てみたいの
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さ」 と母 が 言 っ て る間 に,彼 は チ ョ コ レー トを さ っ と取 っ た の で す よ。 そ の

日,学 校 で 聞 き取 りを書 か せ られ た の で す が,良 く書 け な か った の で,腕 が

動 か な い と嘘 を言 い,先 生 が そ れ を信 じて,彼 を家 に 帰 した とい うわ け で す 。

ま っ た く も う,い い 役 者 で した 。 そ れ に類 した こ とが,た くさ ん あ っ た の で

す 。 食 事 の時 に,母 は まだ 外 に い ま した 。 私 た ち は グ リー ス の ス ー プ を食 べ

て い ま した 。一 番 上 の弟 が 私 に い い が か りを つ けて,喧 嘩 に な り,私 が ス プ ー

ン を投 げ っ け る と,丁 度,そ こ に掛 か っ て い た,両 親 の大 きな 写 真 の額 縁 の

ガ ラ ス を壊 して し ま い ま した 。 そ こで,「 も し,言 い っ けた ら,た だ で お か な

い よ」 「い い や,言 い つ け な い よ。 言 い つ けな い と も」。 両 親 は,何 も それ に

つ い て 糺 し ませ ん で し た。 母 は,そ の 日,こ の写 真 の額 を 拭 い た の で,自 分

が 壊 した と思 っ て し ま っ た の で す 。 誰 も母 に言 い つ け な か った の に,ク ル ト

が 「お 前 が 壊 した っ て言 っ て や る。 お 前 が 壊 した ん だ っ て 言 っ てや る」 と言

い始 め た の で す 。 そ ん な わ けで,私 は,い つ も,彼 に取 られ て し ま っ た の で,

ア メ や チ ョコ レー トを まっ た く口 に で き ませ ん で し た。

3.祖 父母 について

母方の家族は,曾 祖父母の代か らのブラウンシュヴァイク人ですが,祖 父

は,私 が生まれた時には,も う亡 くなっていました。父方の祖父は,生 きて

いる間中,働 いていました。私たちが,ザ ルツダールマー通 りSal2dahlumer

StraBeに 住んでいた時,私 たちの家の薪用の木を切 って くれた り,何 で もし

た ものですが,私 が16歳 か17歳 の時に亡 くな りました。 この祖父 も祖母達

も,何 歳 まで生 きていたのかはわか りませんが,多 分,60歳 台だったでしょ

う。70歳 にはなっていなかったはずです。父は,ヴ ォルフェンビュッテルの

出身ですが,子 供時代にブラウンシュヴァイクに出てきましたか ら,皆,ブ

ラウンシュヴァイクで亡 くな りました。

父方の祖父母 は,ハ ルツ地方のホッホガイスやベネ ッケンシュタインの出

身です。 この祖父の両親,つ まり曾祖父母は手作 りの針 を造る鍛冶屋 を営ん

でいました。冬 は,そ こで針を作 り,夏 になると,馬 車に品物を積んで町へ
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やって来て,売 ったのです。曾祖父は,町 で品物 を売ったお金のかな りの部

分 を飲んで しまいました。 その上,い つも馬や荷車など,何 かを町に置きざ

りにして しまい,そ れで鍛冶屋をつぶして しまいました。そのために,祖 父

母がこの近 くのヴォル フェンビュッテルに越 してきて,私 の父 もそこで生ま

れたのです。父方の祖母 は,ず っとクヴェルナー缶詰工場で働 いていた と思

います。

母方の祖父は文盲だったと両親に聞いていますが,労 働者でした。母方の

祖母は,瓶 ビールな どを売 る小さな店 を持ってました。居間兼台所に戸棚が

あって,そ の中にタバコなど何で も入っていました。 ビール瓶 は,外 に置い

ていました。それで生計を立てていたのです。小商人 といえばよいのでしょ

うか。 しばしば想い出すのは,彼 女がいつも鎖に付 けた鍵 を持 っていて,そ

れでいちいち戸棚 を開けると,私たちが中に置いてある物 に触 らないように,

す ぐに閉めていたことです。私達は,父 の教育がきび しかったか ら,そ んな

物をとろうと思ったこともないのですけれど。子供達のだれかが,物 を盗ん

だ りしようものなら,父 は死ぬほど殴ったことでしょう。私 とちがって,男

の子たちは,ず いぶん殴 られたものです。

4.両 親 の家の住居

母が,あ ちこちを転々 とした後,両 親 は,ラ ンゲ通 りに落ちつきました。

ここには,私 が7歳 になるまで住んでいて,私 はここで,1915年 に,小 学校

に入学 しました。 このアパー トは,2部 屋の住居で,と ても素敵で した。ま

ず,階 段 を上がって くると,大 きな台所があって,そ の後ろに居間があ り,

さらにその奥 に大 きな部屋があ りました。ここで,皆,一 緒 に寝 ました。 ト

イレは,中 庭 にありましたが,こ れは,水 洗ではな く,ポ チャーンと音のす

る,汲 み取 り式の トイレです。台所から直接,上 の屋根裏部屋へ行 くように

なっていました。 この屋根裏部屋は,物 干 しや物置 き場で した。物置き用の

地下室 もあ りました。このアパー トの住居には,両 親,私,弟 のハンスとク

ル トで住みました。その間にまだ他の子供 も生まれたのですが,皆,死 んで
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しまいました。考えられないことですが,母 は,1年 以内に2回 も双生児を

生んでいます。1度 目は8月15日,2度 目は8月9日 で した。この双生児た

ちも,亡 くなりました。 このアパー トの住居には,又 貸 しの間借 り人 は,置

いていませんでした。私たち家族だけで住みました。

次 に,ク プファーヴェーテKuPferweteの3番 にある3部 屋の住居に越 し,

1919年 まで,そ こに住みました。この家には,地 下室はありましたが,屋 根

裏の物干し部屋 はな く,そ の代わ りにテラスがあ りました。ここでも,ト イ

レは汲み取 り式で,中 庭にあ りました。当時,街 中の家では,ど こもそうで

した。私たちの住居には,専 用の廊下 はありませんで した。階段の踊 り場か

ら上がっていくと,手 す りがあって,そ こにい くつかの各戸用の ドアがあり

ました。同 じ階の端には,も う1家 族が住んでいて,私 たちは反対側の端に

住んでいたのです。ここで18年 にハインツ,19年 にヴァルディが生まれ,生

き残った子供だけで も5人 にな りました。 ここでも,又 貸 しの間借 り人 も親

戚 も同居しませんでした。

1920年1月 に,こ こからザルツダールマー通 りSal2dahlumerStraBeの77

番に越 しました。この引っ越 しの時,私 はヴァルディを乳母車に乗せて行き

ました。 この住居は,鉄 道官舎で した。父が,そ の間に窓拭きの仕事 をやめ

て,鉄 道に移ったか らです。線路工事作業員になったのです。一生懸命働い

て,ま ず線路工事作業副班長 になり,班 長,マ イスターとな り,最 後 に線路

工事作業マイスター長で退職 しました。彼は,絶 えず努力したので,鉄 道官

舎に住 めたのです。場所は,鉄 道線路のす ぐ後 ろの右側です。今のべ一ベル

ホープBebelhofの 前,鉄 道線路 に沿ったボルジング通 りBorsingstraBeで

す。この官舎は,2家 族用の一戸建てでした。住居はとても大 きくて,居 間,

寝室がふたつ,上 の階にさらに3室 あって,弟 たちが使いました。全部で6

室 もあって,と ても素敵な住居だったのです。これはきちん とした一戸建て

の家でしたから,外 か ら入って,自 分たちの住居の ドアへ曲がる前に,ト イ

レがあ りました。ここでは,も う家の中に水洗の トイレがあり,下 水道 もあ

りましたが,ま だ住居の中に風呂はあ りませんでした。地下に亜鉛板のバス
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タブが入れ られました。住居の中に,自 分たち専用の廊下 もありましたが,

物置部屋はあ りませんでした。 ここで,家 族7人 が暮 らしたのですが,こ の

鉄道官舎は壊 されてしまいました。

そのために,28年 から29年 にかけての冬 は,と ても寒かったのですが,真

冬 の29年1月1日 に,リ ッダ グスハ ウゼ ンRiddαgshazasenの ブ ロー ド

ヴェークBrodwegに 越 しました。道は凍ってつるつるで,た くさん雪があり

ました。ブロー ドヴェークに越 した ときに,初 めて自分の部屋 をもてました。

私は,自 分の部屋があるとい うことが,と ても自慢でした。その前の住居で

は,上 の2人 の弟 と一緒の部屋で寝ていました。弟たちは,一 つのベ ッドに

一緒 に寝て,私 は反対側に置いてある,別 のベ ッドに一人で寝ていたのです。

下の2人 の弟たちは,両 親の部屋で,両 親のベ ッドに一緒 に寝ていました。

それでも,両 親 は,ま だ子供 を作ったのですよ。私は結婚 したので,ブ ロー

ドヴェークには1年 も住んでいません。

私が物心ついた時に住んでいた,ラ ンゲ通 りは,純 粋 に労働者家族の居住

地域でした。つまり,ほ とん ど労働者だけが住んでいたのです。今 はもう,

この辺 りも,ま った く様変わ りしてしまいました。今,ラ ンゲ通 りには,新

しい家が建っていて,当 時の私たちの家は残っていません。その家 は,4階

建ての幅の広い家で,通 りに面 した前側半分に全部で6家 族が住んでいて,

この前側の脇 に建物があ りました。 ここが,私 たちの住居でした。地下に洗

濯部屋 と物置がありました。私たちの住居の上 には,2戸 分の住居がありま

した。下には母の友達が住んでいました。奥 にも建物があって,ど の住居か

らも隣iが見えたものです。素晴 らしい庭 もあ りました。夏になり,太 陽の光

が射す と,と てもきれいで,窓 からは,い つも庭の緑が見 えました。当時,

ブラウンシュヴァイクには,こ ういった脇や奥側に別棟の建物のある家が多

かったのです。 この家 は,良 く手入れされていて,私 がこれまでに住 んだい

ろいろな家の中で も,一 番素敵な家 のひとつなのですが,再 開発計画によっ

て,こ の奥の建物が取 り壊 され ました。この家 は,弁 護士のカブス καろ郷 の
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家作で した。私はまだ子供で したが,封 筒に入れて渡 された家賃 を,こ の弁

護 士 に届 け に行 か され た も の で す。カ ブ ス は,ウ ィル ヘ ル ム 通 り

MZilhelmstraβeに住んでいました。この大家が,家 の手入れにうるさくて,い

ろいろ修理 させ られました。

ランゲ通 りには,荒 れ果てた家がた くさんありました。た とえば,向 かい

の66番 辺 りの家 も,と て も荒れていました。その数軒先に新 しくて,見 栄え

の良い家があった りしましたけれども。1番 か ら10番 までと12番 の家は,

とて も良 く手入れがいきとどいていました。これ らの家 には住める状態でし

たが,他 の家の状態はひどい ものでした。だか ら,い つも 「ランゲ通 り,ク

リントKlint,ヴ ェルダーWerderの 住人 は,ド イツを堕落 させる一番の困 り

者だ」 と言われた ものです。私達のような,そ この住人 は,本 当にそうかど

うかはともか くとして,後 ろ指を差 されました。

クリン トの住人が一番悪い評判 をとっていましたが,そ こには,労 働者だ

けが住んでいて,一 番古い家並みで,一 番みすぼらしく見えたからです。家

賃 も一番安かったので,労 働者が入居していたのです。経済的に一番困って

いて,子 供 も多い と,他 の地域の住居には入れなかったのです。

ヌスベルク通 りNuBbergstraβeや ユ リウス通 りJluliusstraBeは,公 務員な

どの中産階級の居住地域でした。労働者 もた くさん住んではいましたが,先

に話 したランゲ通 りやクリン ト,ヴ ェルダーに比べて,ど の家 も,造 りがずっ

と良かったのです。熟練工,つ まり技能工 と未熟練工では,住 む家 もちがい

ました。技能工の住居の家賃は,少 し高めでした。技能工の方が稼 ぎが良かっ

たし,だ か らい くらか高い住居に住めました。ユ リウス通 りやフィルチ ョフ

通 りVirchoωstratSeの ような通 りに労働者が住んでいた ということで,こ の

地域 は比較的良い方の労働者居住地域 といえます。 この地域 には,社 会民主

主義者が多かったのですが,こ この労働者の住人たちは,私 たち一般の労働

者から離れていきました。労働組合や党のメンバーは,少 な くとも60%か ら

70%が 技能工だった,と 私は言いたいです。労働者政党 とはいえ,技 能工の

政党です。
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しぼしば,当 時のことを,古 き良き 「ウィルヘルム時代」 と言いますが,

そんなことはありません。住居 にしても,廊 下などな く,住 居の戸 を開 ける

と,す ぐに台所で,台 所か ら居間,居 間から寝室へ と,直 接に続いているよ

うな造 りでした。今の若 い人たちに,当 時の生活を知 って もらうことは大事

だと思います。唯一,私 が とても良かったと思い,口 に出す ことは,こ この

大公妃が年寄 りや貧 しい者に慈善 を行う人だった ということです。私が直接

見た ということを強調 しておきたいのですが,私 の家の向かいの娘が結婚 し

た時,大 公妃が馬車で労働者居住地域にやって来 ました。そこで,結 婚式の

目印の花飾 りを見つ けて,花 婿 と花嫁を自分の馬車 まで来させ ました。二人

が来た時,そ の手に何かを握 らせて,お 祝いを言って,又,馬 車で立ち去 り

ました。 この目で見たのです。母 は,出 産すると,い つもカー ドをもらいま

した。そうすると,私 達のうちの誰かが,お 城の台所に行 きます。そ こで,

食事 をもらうのです。多分,戸 籍役場で母の出産を知ったので しょう。母 は,

戦争中に4人 の男の子 を生んでいますが,大 公妃 も同じなので,母 を優遇 し

て,昼 食を くれたのだと思います。その昼食 は,ま った く素晴 らしい食事で

した。私たちは,運 搬用の特別な道具を渡されてお り,私 が,し ばしば,お

城の台所へ食事 をもらいに行きました。

5.学 校

私 は6歳 で,ま ず ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク の 街 中 の マ ッ シ ュ通 り

MaschstraBeの 国 民 小 学 校 に入 学 し,19年 か20年 に 町 の は ず れ へ 引 っ越 し

た の で,そ この レオ ナ ル ド通 りLeonardstraBeの 小 学 校 に転 校 し,1923年 に

卒 業 し ま した 。

両 親 に とっ て は,経 済 的 に大 変 な 時 代 で した 。 私 も,子 供 なが ら,我 慢 し

な け れ ば な らな い こ とが,た くさ ん あ りま した 。 た と えば,学 校 の遠 足 の た

め に50ペ ニ ッ ヒ必 要 な 時 に は,私 は い つ も 「私 も遠 足 に行 け る か し ら」 と尋

ね ます 。 答 え は 「い い や,お 前 は行 け な い」 で した 。 お 金 が な か っ た の で,

他 の子 供 た ち は,遠 足 に行 けて,私 は行 っ て はい け な い と い うの で す 。で も,
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親が学校の先生にその ことを言うと,一 緒 に遠足に連れていって もらえまし

た。ノー トを必要な ときは,10ペ ニッヒ必要です。そうすると,親 は 「お金

がないから,お 前の先生に言いなさい。そうしたら,先 生がただでノー トを

くれるから」 と言 うのです。両親 は,私 が教材をただで もらえるように,頼

んでいたのです。私 は,い つもノー トのために,ま ず戦わなけれぼなりませ

んで した。当時は,教 材の無償支給はあったのですが,そ のためには特別な

申請が必要で,簡 単なことではありませんでした。「母は,子 供たちに食べさ

せなけれぼならないから,教 材が買えない」 と先生 に言えというので,そ う

言ったのですが,「あなたのお母 さんは,そ んなにた くさんの子供 を作るべき

でない」 と先生が答 えました。それを聞いた母は,も ちろん,と て も怒 りま

した。

私は,学 校で体操 も一緒にできませんでした。体操用に必要な衣類を持っ

ていなかったのです。体操用のパ ンツなど贅沢だか ら,必 要ないと言われて,

買ってもらえませんでした。男の子たちが体操す るには,普 段着のままで足

りますけど。私が体操の時間にできる唯一のことは,そ こいら辺 を走 り回る

ことだけでした。それだ と,体 操用の衣類などを用意 しなくともよかったか

らです。走 る時は,靴 をはいてはいましたが,、それさえも用意するのは,大

変な品物でした。

学校では,た った一度だけ,先 生に殴 られた ことがあります。先生が短気

を起 こして,少 し,お かしかったのです よ。国語の時間に,私 が下手な字 を

書いたのです。ちょうど,私 の後 ろに立って,そ れを見た先生が,私 の頭 を

椅子に向けて殴ったので,私 は鼻血を出しました。私 は立ち上がって教室 を

出て,い ちもくさんに家 に走 り帰 りました。私が殴 られたのは,こ の時,た っ

た一度だ けです。先生たちが,私 を殴る理由などありませんでしたか ら。他

の生徒たちも,本 当に悪さをした ら,定 規で手を叩かれましたけれ ど,殴 ら

れませんでした。私たちのクラスは,い つも女の子だけで,男 の子はいませ

んでしたから,殴 られるということはなかったのです。
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6.子 供時代の労働 と遊び

子供時代 には,お 金 を稼 ぐために働いたことはありません。弟たちは,小

遣い稼ぎをしましたが,自 由意思で働いたのです。 とはいえ,私 は,家 事 を

しなければな りませんでした。床磨 き,食 事の用意などの家事全般です。 ま

だ学校に行 く前の5歳 頃か ら,結 婚する20歳 まで,い っも家事をしていまし

た。家の中の主な仕事 は,私 がしなければならなかったのです。母 は,ベ ッ

ドを整えた りしましたが,3つ の新聞配達の仕事で精一杯で したから,私 が

埃払 いや拭 き掃除などもしました。新聞の集金 も大変でした。そんなわけで,

実際的に,私 は主婦でした。だから,も う,た くさんの家事を覚 えました。

私の12歳 の誕生 日の ことは,絶 対に忘れ られません。その日,母 は,す ぐ

に出かけなければならないのに,あ れ もこれもやっておかなくてはならない

ので,と てもあわてていました。だれ も,私 の誕生 日だ ということに気がつ

かず,だ れも,私 にお祝いを言ってはくれませんで した。その上,私 に,学

校へ行 く前に,地 下室からじゃがいもを持って こいと言うのです。それで,

私 は 「いつだって,い つだって,私 なんだから」 と不平 を言いました。私の

一番上の弟だって
,も う十分にその仕事をできる年頃だったからです。すか

さず,パ シッとぶたれました。「これが私の12歳 の誕生 日なんだわ」 と言っ

たら,母 が 「あ一,あ 一。ハンス,こ こに1マ ルクあるか ら,行 って,花 の

鉢植 えを買っておいで」 と言いました。 このことは,生 涯忘れ られません。

母 は,私 の誕生日だ ということを考 えもしなかった し,父 も,知 らずに,も

う仕事 に行っていました。そうしてハンスが,上 に花が二つついている,大

きな枝を持ってきました。そこで,私 は「私の12歳 の誕生日に私のやさしい

両親か ら」 と自分でカー ドを書いて,こ れを私の部屋の窓のところに置 きま

した。 これでわかると思いますが,母 は,本 当に仕事 に追 いま くられていた

のです。今の私なら,子 供の時のようには腹 をたてません。

ほんとうに,子 供時代 には,も っ と遊ぶ時間がほしかった ものです。いつ

も遊ぶ時間を闘い取 らなけれぼ,遊 べなかったのですから,本 当に,精 神的
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につらい思いをしました。遊びに出る時は,い つも小さい弟の乳母車 を押し

ていましたか ら,他 の子供たちが遊んでいる間,乳 母車に注意していなけれ

ぼならなかったのです。いっも通 りで遊びましたが,家 の中でも遊びました。

中庭でも遊びましたが,最 後 に住んだブロー ドヴェークの家 には中庭 はあり

ませんでした。

子供時代,と ても仲の良い女の子がいました。いつ もこの子 と遊んでいま

した。 この子 とは,学 校 も一緒で した。遊びといって も,木 に登って,サ ク

ランボを盗んだり,た わいのないものですが,木 から落ちて,罰 が当たった

ことがあ ります。

弟達は,母 の新聞配達や,集 金 も手伝いました。彼 らは,学 校から帰ると,

母 を迎 えに行って,一 緒に新聞を配達 しました。母が嫌がったので,朝 は配

達の手伝いはしませんで した。その代わ りに,父 が仕事に出かける前 に,配

達を手伝い,そ のまま仕事場 に直行 したのです。父が,子 供たちを登校前に

働かさないようにしたのです。私たち子供は,登 校前は,だ れ も働 くことは

ありませんで した。朝刊は,朝4時 からの配達なので,私 がまだ寝ている時

に,両 親 はお金を稼いでいたのです よ。私たちが起 きる頃,母 が家に戻 り,

学校に行 く支度をして くれ ました。私たちが学校へ行 くと,母 はまた出かけ

る支度 をして,ア ルゲマイナー ・アンツァイガー社へ行き,そ この300部 の

新聞を私たちの住んでいる地区で配達 したのです。これは,3年 間続 き,そ

の後に,『 ディ ・ノイエステン ・ナッハ リヒテン』の配達が加わったのです。

一日に,三 紙の配達 をしたわけです。それに家事や他の用事 もありましたか

ら,大 変だったのです。

上のふた りの弟たちは,配 達の手伝いのほかに,ケ ーゲル(:ド イツのレ

ス トラン等に併設 されている小型 のボー リング)の瓶を立てる手伝いをして,

小遣い稼 ぎをし,そ れを貯めておいて衣類な どを買いましたから,家 計の足

しになりました。
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7.職 業

私 は,職 業教育 は受けていませんが,今 のレッシング広場LessingPlade,当

時のジーゲス広場SiegesPlatx3番 のフォン・アルテン博士の家で家事見習い

をし,料 理を習いました。小間使 とはちがいます,家 政婦の見習いだったの

です。月に8マ ルクのお小遣い程度の給金をもらい,1926年 まで3年 間,正

確には,2年 と9カ 月,見 習いを続けました。 これは強制 されたか らではあ

りません。厭なら,1年 でやめて もよかったのですが,私 は,家 事 をしっか

りと身 につけるために,気 の済むまでその家にいました。

家政婦見習いの間は,両 親の家に住んでいました。奉公先で食事をして,

家で寝ていたのです。だから,年 寄 りのやさしい婦人が主人で,私 にいろい

ろなことを教えて くれましたが,家 に帰 ると,ま た家の家事 をしました。で

も,そ の間に繕い物や他の手仕事を家に持って帰 るようにな り,あ まり家の

仕事を手伝えな くな りました。

父は,い つ も「お前は,も うそこの家をやめて結婚 し,男 の子たちは,し っ

か りした職を身につけるのだ」 と言いました。私が,ど んな家事 もできるよ

うになった ら,も うそれ以上 は必要ない,つ まり,結 婚の準備 はで きた とい

うのが,彼 の考 えだったようです。みんなが手に職 をつけることができた と

いうわけではありません。私 は,本 当は裁縫師にな りたかったのですが,そ

の見習い修行はできませんでした。父は,労 働者で5人 の子供たちを養わな

ければならなかったか らです。それは,当 時,と て も大変なことで した。

その後,私 は,も っとお金 を稼ぎた くて,工 場 に行きました。家事見習い

では,あ まりに給金が少なすぎて,や りくりで きなかったからです。私 は,

ブラウンシュヴァイク ・ブリキ会社に,二 回にわた り勤めました。一度 目は

1926年 か ら1930年 までで しが,た くさん稼 げました。最初の時給 は38ペ ニ

ヒで した。 この工場では,は んだ付け,金 属板の打 ち抜き加工,ふ た付 け作

業などの仕事をすべてしました。私は特別な部門 にいて,す べての仕事 に使

われたのです。女性 なので,男 の労働者 よりも少ない賃金でした。 どっちみ
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ちそうだったのです よ。例 えば,私 は溶接 をしました。私の時給は65ペ ニヒ

でしたが,男 の労働者は同じ仕事で,も っとた くさんの賃金 をもらいました。

私たちは,い つも男の労働者よりも少ない賃金で した。いつ もです,基 本賃

金がです。私たちは,そ んなものだ と思って,特 別 に考えはしませんでした。

本当に何 も考 えなかったのです。不当だ という考えが,思 い浮かぼなかった

のです。 もっと良い賃金で,も っと多 くのお金をもらいたい,と いう考えに

至 っていたら,と 今になって思います。私は,出 来高給で,い くらか多 く稼

ぎ,出 来高でできるだけ一番になってやろうとしていました。個人的な努力

で,高 い出来高給をもらうことはできたのです。で も,あ まり多すぎてもだ

めだったのです。あまり多 くなりすぎると,新 しい決 まりができて,ま た少

な くされてしまうのでした。工場で働 くようになっても,時 間の許す限 り,

家事 を手伝わないわけにはいきませんで した。洗濯の日なども手伝いました。

1930年 に男の子を生んだので,一 時期,家 にいました。そして,こ の家 を

建てた時に,ま た リーム社へ行って,家 計の足しに,少 しばか りのお金を稼

ぎました。私 は,い つも何 らかの仕事について,働 いていました。で も,自

分のや りたい仕事を選んで というわけではな くて,仕 事があれば何で もした

ということです。最後は,ニ ットウェアの戸別訪問販売員 として,セ ーター,

スカー ト,ブ ラウスなどを売 り歩 きました。つまり,私 たち販売員は,車 に

乗せられて町を出て行 き,あ る地域で車を降ろされ るのです。でも,そ の地

域 はいつ も同じところでしたか ら,お 客 もいつ も同じでした。つまり,お 客

を探す必要はなかったのです。この仕事を1961年 まで続けて,仕 事 をやめま

した。私は,一 度 として失業者だった ことはなかったのですが,ま だ年金 は

受給 しませんでした。 まだ,あ の頃は,年 金をもらう年齢に達 していなかっ

たのです。

8.両 親 との親子関係

私 は,母 よ り も,父 親 との方 が,良 い 関係 で した。 母 は,い つ も,わ け も

聞 か ず に,す ぐ私 を ぶ った の で す 。 し か も,軽 くぶ つ な ど とい う もの で は な
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く,手 や,ふ とん叩きでもぶちました。家に帰 るのが遅 くなった時など,そ

の理由 も聞いてきれません。まった く大変な母でした。それにたいして,父

は理由を聞いて くれましたし,で きるだけ私の味方になって くれ ました。そ

れでも母 は,許 して くれな くて,よ く翌朝になってぶたれた ものです。私が

や りたいことは,す べてさせて くれたわけではあ りません。例えば,女 友達

が外から私に遊びに出ておいで と呼ぶと,母 に 「外に行ってもいい?」 と尋

ね ます。父には尋ね ませんでした。もう一度,「 お母 さん,少 し,外 に行 って

もいい?」 「だめ,だ め。お前は,ま だ しなければならないことがあるのを,

知っているだろうに。だめ。」そこで父が,「 外に行 ってもいいよ」 と言うの

です。それでやっと私が外へ出ます。そうすると,翌 朝 「お前は,ゆ うべは

よくも」となるわけです。13,4歳 の頃は,夏 の夕方,少 し,外 で遊びたがっ

た ものです。近所に友達がた くさんい ましたか ら,み んなが窓の下 に立って,

父か ら許可が出るまで,私 を呼ぶのです。母は,私 のす ぐ後 に男の子たちを

生んで,彼 らには何で もしてやったのに,私 にはその必要がない と思ってい

たみたいです。母 には,ほ んの小さい子供の頃から,い つもぶたれていまし

た。20歳 の結婚式の前の 日に最後の一発 をお見舞いされ ましたが,そ の後は,

もうぶちた くともぶてませんでした。父 には,た った一度だけ,お 尻 を足で

蹴 られたことがあります。その時は,垣 根 を飛び越 えたのを,彼 に見つかっ

たのですが,そ れでも家の方に行かずに,ま た垣根の有刺鉄線 を足で引き剥

がしたのです。彼 は,垣 根を壊 したからではなく,私 が強情だったから怒 っ

たのです。その一回きりで,ほ かに父に殴 られたことはありません。父には,

もちろん,叱 られたことはありましたが,父 は,公 正で した。

私の両親の家では,お 金のことについて,あ けっぴろげに話 をしていまし

た。お金がな くなると,い つも母は歌ったものです。そうすると,近 所の人

達が 「あ一,ブ ッセさんの家では,も うお金がな くなってしまったんだ」 と

言った ものです。母 は,「もう1ペ ニヒのお金 もないわ。さて,ど うしたもの

かしら。」「今日は,何 を料理 しようか しら。」「クル トちゃん,肉 屋へ行って,

骨を何本か もらっておいで」という具合に,口 に出 していました。私 自身は,
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子供にお金のことを話すものではない,と 考えていたので,私 自身の家庭で

は,子 供の前でお金にっいての話題は,口 に出しませんでした。それに私 自

身の家庭では,1ペ ニ ヒのお金もない,と い う状況 になったことは,あ りま

せんでした。

両親の家では,私 たちは,し ぼしば政治的な教育 を受けました。私の両親

は,労 働組合新聞の 『フォルクスフロイン ト』▽Volksfreund'を 読んでいまし

た。私 自身の家庭でも,最 初 は 『フォルクスフロイン ト』を読んでいました

が,1933年 に禁止され るまでです。禁止 された後,も う再び発行 され ません

でした。その後は,『 ブラウンシュヴァイガー・プレッセ』"Brazanschweiger

Presse"を 読んでいました。

父は,べ 一ベルBebelを 尊敬していました。その他 に彼が尊敬した人のこ

とは,も うよく覚 えていません。私 自身は,20年 代から30年 代始めにかけて,

私が属する社会については知っていましたが,誰 が尊敬にあたいする人であ

るかなど,ま った く考 えた こともありませんで した。

私の政治的な意識 は,両 親の家で養われました。何かの政治的な出来事が

きっかけとなった,と いうわけではな くて,父 の影響を受 けて育ったのです。

私 は,自 分の帰属するところは,労 働者の社会だ と,今,は っきりと言えま

す。ひとつには,ま ず,労 働者の生活環境で大きくなった ということ。二っ

目には,私 たちが,今 日で もまだ,中 産階級 に属 しているとは認め られてい

ない,と 私が感 じているか らです。今日では,技 能工 は,中 産階級に属すと

されていますが,1930年 以前の労働者は,決 して中産階級には属 してはいま

せんで した。この労働者への帰属意識は,子 供の頃の記憶 を出発点にしてい

ます。私たちは,他 の子供たちと一緒に,ど こかへ出かけることができませ

んでした。学校の行事などで,一 緒に行 きた くとも,お 金がないから行けな

いのだ ということを,は っきりと知っていたのです。労働者の子供 は,他 の

子供たちのような服装ではない,と いうことも知っていました。私の場合,

前掛 けは汚 さないように,いつも気を付 けていなければならなかったのです。

前掛 けを汚 した ら,き れいに洗った後,糊 を付 けた りしなければならないの
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で,大 変だったのです。今からは,想 像 もで きないで しょうが,8日 間,目

一杯
,同 じ前掛 けをします。翌週 も同じ前掛けです。その次の週,清 潔 な前

掛けを学校用につけて行 きます。それまで学校用 につけていた前掛けは,今

度は家用につけます。私たち女の子は,学 校で前掛 けをつけるきまりでした

か ら,学 校で前掛 けをつけて撮った写真があります。

9.結 婚

私は,2度 結婚 しました。最初の夫は,1945年 に亡 くなりました。1953年

に再婚 したのです。最初の夫は,1907年2月17日 生 まれです。彼は,こ の近

郊 のシュテックハイムの出身です。夫は,新 教の教会に入っていましたが,

私たちは教会での結婚式は挙げませんでした。彼 は私 と結婚 した当時 は,た

だの家具職人で したが,1937年 か38年 にマイスターの資格 をとりました。

ずっと家具職人 として働いて,彼 が第二次世界大戦の戦争から戻ってきた時

に,こ こで独立 したのです。彼 は,良 い技術 を持った家具職人でした。彼が

作 った物 はすべて,人 々にほめられた ものです。でも,彼 にとって,生 きる

ことが,精 神的に大変 な負担で,当 時の状況に折 り合いをつけることができ

ず,戦 後の1945年10月11日 に,首 をつって亡 くなりました。商売が うまく

いかないという理由によるものでは,ま った くありませんでした。彼の負担

を少なくするために,役 所へ行った り,木 材の購入券 を手に入れるなどの面

倒なことは,私 が一手 に引き受 けていました。

彼 は,飢 えるのではないかとか,仕 事場がうまくいかないのではないか,

と心配ばか りして,不 安だったのです。 この不安感 は,軍 隊での経験に発 し

たものだったに違いあ りません。つまり,彼 が,従 軍業者の車 を運転 してい

る時に,低 空飛行の飛行機 に攻撃 されて,車 と一緒 に生 き埋 めになりました。

夫の横の座席に乗っていた同僚 は亡 くな り,夫 は,発 見されるまで3日 間 も,

壕の中に横たわっていました。それが,自 殺の引 き金 になったのだ と思われ

ます。たぶん,こ の時か ら,彼 は精神に変調をきたしたのだろう,と 彼の兵

隊仲間が後 に語って くれました。この時期 は,私 の生涯で最 も大変な時期で
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した。仕事場を作 り,そ してすべてが建設途上だったのです。そして,あ っ

という問にこういったひび割れができたのですか ら。これが どんなものだっ

たかを表現することはできないほどに,大 変で した。私は,自 分 を取 り戻す

ために,長 い時間 を必要 としました。それに,私 の息子は,当 時,も う見習

いの仕事 に行っていましたが,彼 にとっては私 よりも大きな打撃で,大 変な

喪失感を味わったものです。息子は,最 初の数年間というもの,ま った く父

親の墓場には行 きませんで した。

舅は,シ ュテックハイムで製材所の管理人で した。姑は,農 業労働者 とし

て,あ る農家で働いていました。私たちのわずかな土地を整地するために,

その農家からいろいろな道具を借 りるためにです。私たちは,一 週間のうち

6日 間,毎 朝,こ こで整地に汗をなが した ものですが,土 地 は義父母のもの

でした。私たちは,こ の家を,自 分たちの手で ここに建 てました。私の夫 は

木工家具職人で したから,木 工仕事はすべて引 き受 けたのです。ここの木工

仕事は,私 たちのお金を使って,す べて私の夫が しました。そのおかげで,

夫は3人 兄弟の長男でしたが,私 たちがこの家を相続 したのです。でも,た

だで貰った というわけではな くて,夫 は,結 婚 した当時,シ ュテ ックハイム

の両親の家に住んではいましたが,大 変た くさんのお金がかかったのです よ。

で も,彼 はこの家でそんなに長 くは暮 らさなかったのです。

私は,1953年4月6日 に2番 目の夫 とシュテックハイムで再婚 しました。

この夫は,1904年6月18日 に,ベ ルリンで生 まれました。教会での結婚式 は

挙げませんで した。いずれにせよ,2度 目の結婚式を教会でする人はいませ

ん。そんなことをする人は,ほ んのわずかです。 この二番目の夫 も厳 しい,

反教会の精神の持ち主で,ビ ュッシング社の旋盤工でした。

10.性 ・避 妊

母は,5回 の流産の子を含めて,全 部で15人 の子供 を生みましたが,生 き

残った子供は5人 でした。私の息子が生まれた後 に,母 の最後のお産があり

ました。当時は,ま だ経口避妊薬などなかったので,子 供をた くさん生んだ
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のです。当時 は子供を生んで も,今 のように,産 婆に払 うお金など,ど こか

らも支払ってもらえませんし,子 供が死んでも,埋 葬の費用など,全 部,自

分で払わなけれぼなりませんで した。っまり,子 供が産 まれて も死んで も,

余分なお金がかかるわけです。だから,妊 娠すると,経 済的に,本 当に大変

でした。両親 は,そ の費用を特別に用意していた というわけではありません

から,し わ寄せは,私 たち子供にもかかってきました。

ある時,母 が私をわ きに呼んで,い ろいろなことを教えて くれたことがあ

ります。その時 にわかったのですが,彼 女が家 にあまりいなかったのは,妊

娠するのをいっも怖れていたか らなのです。妊娠が怖いと言っていました。

そのせいで,長 女の私がおかげを被って,遊 びに出る時は,い つ も小 さい子

を連れていました。避妊の方法を知っていて も,本 当に,避 妊具を買 うお金

がなかったのです。避妊 した方が,安 くついたでしょうが,つ いつい何 をす

るにもお金が足 りな くて,避 妊 をしなかったのです。

私 と最初の夫 とは,1年 間の婚約期間がありましたが,結 婚する3年 前に

知 り合いました。お互いに好 き合っていました し,子 供ができたので,結 婚

しました。私たちは,今 のこの家か ら2軒 先の新 しく建ったアパー トに住 み

ました。私は,私 生児ですが,だ か らといって,私 の母が,生 まれて くる子

供 のために結婚 をするようにと強制 したわけではありません。 もちろん,私

は私生児を生みたい とは思いませんでしたが,あ の頃の私たちは,今 どきの

人たちのようには賢 くなかったのです。私たちは,子 供ができた ら困ると考

えてはいましたが,そ れでもできてしまったので,ど うすることもできませ

んで した。

両親 とは,性 について,一 度 として話 し合ったことはあ りません。私 は,

母に性 について尋ねる勇気がな くて,何 も知 らずにいたのです。誰かが来る

と,「追い返 して しまいなさい。」 というわけです。もちろん,母 が結婚前に

子供を生んで しまった という経験からでしょう。誰かと出かける時には,「お

前が出かけた ときのままで,戻 って来 るんだ よ。そうでなけりゃあ,お 仕置

きだからね」 と脅 され ました。最初は,そ れが何 を意味するのかは分か りま
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せんでした。でも,後 で最初の夫 と仲良 くなって,分 か りました。

性 については,弟 たちが家で生 まれましたから,何 とな く知ってはいまし

た。12歳 の頃,女 の友だち同士で,お 互いに性 について知 っていることを,

話 し合いました。で も,男 の子 とは,話 しませんで した。初めて男の子 とキ

スをしたのは,16歳 か17歳 でしたが,キ スをすると子供ができると思って,

不安でした。最初 のキスの相手は,最 初の夫ではありません。男の子 と仲良

くなって もよいけれ ど,母 が怖 くて,そ れを家で話せ ませんで した。母 は,

いつも外に出てきて,私 たちをぶったものです。しかも,あ る時,私 が家の

前で男の子 と立ち話をしていただけなのですが,パ シッ,パ シッときました。

彼 も私 も数回,ぶ たれ ました。私たちは,話 をしていただけなのに,「どうし

てぶたれるのか,お 前は,良 一 く知ってるはずだよ。 この家の前で,い ちゃ

いちゃしちゃあいけないってことを。まった く,何 てことをしてくれるんだ

い」 と母 は言って,そ の後が大変でした。母は,私 に 「私 は,お 前 を大変な

ことから守るためにしたんだよ」 と言いました。多分,母 は,私 が自分 と同

じように結婚前に子供 を生んで しまうことになっては大変だ と思ったので

しょう。で も,同 じ事を私 もしてしまいました。私 も結婚前に始めたのです

か ら。その時,私 は19歳 で した。相手は,私 の最初の夫で した。私たちは,

避妊はしませんでした。結婚 してからは,避 妊 もしましたが,問 もな く,手

術を受 けたので,も う子供のできる心配 もなく,避 妊の必要がありませんで

した。当時は,コ ンドームが避妊に使われていました。避妊具についての知

識は,何 で も話 し合える仕事仲間の女友達に教 えて もらったので,結 婚 した

時には避妊の知識 はありました。

堕胎 については,い つも 「ち ょっと,あ の娘がね一,… …」 という形で,

近所の娘のだれかが妊娠 した という話 を聞いたものです。それが,そ の後,

その娘が出産 もせず,普 通 に生活 しているのを見て,「あ一,そ うだったのか」

と分かるわけです。で も,誰 が堕胎の手術 を施 したのかは,知 りません。私

は,ヤ ミ堕胎手術 をする,あ る女の人 を知っていました。彼女は,お 城 の前

の,今,観 光案内所が入っている建物の中に住んでいました。彼女 も,罰 を
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科されたことがあります。 この女の人は,こ の近隣では,ヤ ミ堕胎師 という

ことで有名で した。彼女のことは,私 の結婚後,か な りたってから知 りまし

た。私自身が,子 供 をた くさん持ちた くない,子 供 はできるだけ少なく,と

思っていたので,私 がその立場 になったとした ら,私 だって堕胎 して もらっ

ただろうと思います。だか ら,堕 胎に対する罰を科すべきではない,と 思い

ました。子供 を持つことに責任 をもてる状況でなければ,で きるだけ出産 を

避 けるべ きだ というのが,私 の意見です。当時 もそう考えていました。私の

両親 も同じように考 えていました。このことにっいて,弟 たちと話し合った

ことはありません。私は,29年 に結婚 して家 を出て,彼 らは青少年時代を家

で過 ごしていたので,そ ういう事 にっいてまで話す機会 は,あ まりなかった

のです。学校では,性 にかんする啓蒙の授業 は,あ りませんでした。私は学

校が大好 きでしたが,先 生たちは厳 しくて,性 に関することなどは,教 えて

くれませんでした。

11.宗 教 ・政党 ・労働組合

教会

私の父は,無 宗教の人です。私が,教 会か ら脱退 したのは,1920年 か21年,

12歳 の頃です。子供だったので,父 の意思によるものです。学校では,「宗教」

の代わ りに,「生活科」Lebenskundeの 授業 を受けていました。「堅信礼」は

受 けていません。子供たちは,み んな脱退 したのですが,下 の弟たち二人 は,

後にまた教会に戻っています。当時,仕 事がな くて大変な時代でしたか ら,

教会 にも入 らず,堅 信礼 も受けていない者なんて,見 習いの職を見つけるこ

とができなかったか らです。弟たちが教会 に戻ったのは,1922年 か23年 頃で

した。で も,堅 信礼を受 けていないので,見 習いの職はあ りませんでした。

これには,と ても困 りました。そこで,父 は,私 たちの従兄弟の一人 を教会

につれて行 きました。私たちは,み な洗礼は受けていたのですが,こ の1910

年生 まれの従兄弟の場合 は,彼 が14歳 の時,1924年 に,父 が教会で洗礼を受

けさせました。
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ある時,父 は気違いじみた ことに熱中しました。つまり,彼 は本当にイエ

スが存在 したのか,聖 書に書かれていることが本当かどうかを知 りたかった

のです。そして,キ リス トが最初の社会民主主義者である,と 確認 したと言

うのです。彼 は,研 究するために,様 々な宗派を訪ね歩きました。最後に行

き着いたのが,使 徒伝道会派でしたが,彼 が信心深かったか らというわけで

はな くて,イ エスが本当に存在 したのか,書 かれていることが本当か どうか

を知 りたかったか らなのです。それは,ま あ彼の趣味でした。

クプファーヴェーテの私たちの家の向かいの家族が,使 徒伝道会教会の信

者だったのです。 この家族は,い っ も父に 「あなたも私たちと一緒 にいらっ

しゃい。教会では日曜毎に遠足や何かの催 し物 をした り,と ても楽 しいです

よ。」と誘ったのです。それで,父 は教会へ行 きました。彼は,「 あの教会は,

素晴 らしいブラスバ ンドをもっている」 と,感 激 して家に帰ってきました。

私たち もその教会へ行 きました。父ひとりでは子供の面倒を見 きれないので,

父は,も ちろん,母 も連れていきました。その年の復活祭に,私 たちは,そ

の使徒伝道会派教会の信者の家に招かれて,皆,そ こに閉 じこめられました。

その時が私たちの二回目の洗礼だったのです。私達子供 は,毎 日曜日の昼食

後 は,教 会へ行かなければなりませんで した。

その後,あ る時,幹 部使徒がやってきて,そ の隣に一人の婦人が座 り,彼

女が 「幹部使徒の回りに後光がさしているのが見えませんか」 と言ったので

す。そ こで,父 は,こ の婦人は狂ってい る,こ んなことを一緒にやってはい

られないと考 えて,又,こ の教会 を脱退 しました。今になって想い出してみ

ると,お もしろい事に,父 は,か な り長い間,脱 退するまで約2年 間,教 会

に通いました。で も,そ の間中も彼 は社民主義者であることをやめたわけで

はないのです。彼は,イ エスが本当に存在 したのか どうかを知 りたかっただ

けなのです。 そして,お もしろいことに,い つも「イエスは存在 していたし,

彼 は最初の社民主義者だった」 と語 った ものです。

労働組合 ・政党

私は,ド イツ金属労働者連盟Z)eutscherMetallarろeiterverbandに 入ってい
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ました。家事見習いの時は,ま だ入っていませんが,ブ ラウンシュヴァイク・

ブリキ会社か らビュッシング社に移った時には組合員だったので,1926年 に

は組合員になっていました。工場の仕事 をやめる時に,労 働組合 も脱退 しま

した。社会民主党SPZ)の 党員にもな りました。結婚 している時だったので,

1930年 の初めに入党 したのだ と思います。自由体操協会や,合 唱協会や,演

劇協会や郵便鳩協会などの余暇活動の団体 のどれにも,入 ってい ません。い

つ も,余 分なお金 をとっておかなければな らないと思っていたか らです。婦

人組織にも入ってはいませんでした。家事見習いの協会のようなものも,当

時はあ りませんでした。そのようなものがあったとしても,雇 い主たちがそ

れを知った ら,不 機嫌になったことでしょう。労働組合では,た だの一組合

員で,役 員はしていませんでした。労働組合に入 った理由は,そ れが正 しい

と思ったか らです。誰かに影響 されたからとい うわけではな く,私 は労働者

の家庭の出身で,父 は生粋の社民党員でしたし,彼 は 「働 くなら,組 合員で

なけれぼな らない」と言っていました。つ まり,「お前は労働組合に入 らなけ

ればならない」 ということです。だか ら,私 の政治的な意識 は,何 かの政治

的な出来事がきっかけとなった,と いうわけではな くて,父 の影響を受 けて

育 った,両 親の家で養われたのです。

SPDに 入党した直接の理由は,夫 がすでに入党 していましたし,私 自身 も,

ヒッ トラーに政権をとらせないように何かしなければな らない,と 考えたか

らです。残念なが ら,ヒ ッ トラーが政権をとりましたが,私 は,こ このシュ

テックハイムで,「 鉄の前線」`EiserneFront'を 一緒 に創設 しました。それは

簡単 なことではなく,町 とはちがって,こ の村ですから,も う大変で した。

私たちは,何 をしたいのか という本音を吐 くことはできませんでした し,い

ろいろな活動の内容 をすべて,少 しつつ隠蔽 しなければなりませんで した。

「鉄の前線」を創設 したのは
,ヒ ットラーが政権 をとる直前ですから,1932年

頃です。その当時,こ こではクラッゲスKlaggesが,権 力の座についていま

した。彼 は,45年 に戦犯 として,他 の戦争犯罪人 と一緒 に処刑されるべ きで

した。 もう生か してお くべきではなかった。彼が行ったことといった ら,酷
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いものでした。誰 も,そ ん酷いことを言葉に出して語ることができないし,

考えられないようなことをしたのです。それにもかかわ らず,彼 は年金 をも

らっているのです。彼は,人 々を死ぬほど苦 しめて,彼 のせいで,人 民戦線

会館の窓から身を投 げた者 もいるのです。労働組合新聞の編集者のティーレ

マンThielemannと いう男です。そんな酷い ことをした男が年金を受けてい

るなんて,そ んなことがあってはな らないのです よ。まった く,軽 蔑 してし

まいます。その他にも,多 くの人々が被害 を受けました。 このクラッゲスの

指図で,看 護婦たちは,病 人たちの傷が,も っと痛むように,コ ショーと塩

をi擦り込んでいたのです。彼は,刑 務所から出すべ きでなかったのです。私

の叔母のひとりが,労 働組合会館の斜め前に住んでいました。彼女は,叫 び

声や大騒ぎのせいで,一 週間 も眠れなかったので,私 たちの家に来て,泊 ま

りました。そこで,何 があったかは,大 体,想 像で きるでしょう。まった く

言葉で語れないようなことが起 きていたのです。私の現在の夫の同僚は,そ

こで腎臓から出血するほど,殴 られました。残念ながら,「鉄の前線」は助 け

にな りませんでした。

私達が結婚 した時期に,最 初の夫は,も うSPDの 党員でした。入党の時期

は,大 体,私 と同じですが,数 週間のずれがあ ります。夫は,木 工労働者連

盟Hol2arbeiterverbandに 入っていましたが,見 習い期間中は労働組合 に加

入できませんから,多 分,見 習いを終えた直後に加入 したのだと思います。

12.祝 い 事 ・余 暇

祝い事

1930年 までは,ク リスマスが,一 番大きな祝い事で,私 の子供時代 を通 じ

て,一 番すてきなお祝い事でした。つまり,私 たち子供 は皆,欲 しい物をプ

レゼントしてもらったのです。見習い時代を通 して も,大 人になってからも,

クリスマスは,や はり一番すてきなお祝い事でした。両親 は,子 供たちに差

をっけた りしないので,ど の子 も同じ位 の価値の物をもらいました。子供た

ちは皆,平 等に扱われたのです。私達 は,復 活祭のお祝いの卵 も,皆 同じ数
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だけ,も らいました。大晦日もお祝いしました。今の子供たちは,誕 生日に

子供のパーティをしますし,私 も,結 婚 してからは,ゆ とりもできたので,

誕生 日も祝いました。でも,私 の両親の家では,子 供たちの誕生 日のお祝い

事はしませんでした。

私の学校時代の最後の年のことですが,「 お前は堅信礼を受 けるつもりか」

と聞かれ,と てもきれいな針箱をもらいました。その中には,素 敵な物がた

くさん入っていました。そこで,私 が泣 くと,父 が 「どうして泣 くんだい。

これで不満なのか」 と尋ねたので,「 ううん,も し,今,堅 信礼を受けたら,

もうプレゼ ントが もらえな くなるから」と言ったものです。実際 に,そ う思っ

たのですが,ま だその後 もプレゼントはもらえました。でも,私 は,堅 信礼

の代わ りに,1924年 の復活祭 に,15歳 で青年式をしました。私の上のふた り

の弟のハンスとクル トも青年式をしました。下の弟のヴァルデマーとハイン

ツのふた りは,堅 信礼を受 けるために,又,教 会 に入 りました。

昔は,母 の日のお祝いは,あ りませんでした。30年 代になって,母 の日を

祝 う習慣ができたのです。商売人が,物 を売 ろうとして,母 の 日を発明した

のですよ。カーニバルは,そ んなに重要ではあ りませんでした。 どこかで友

達が仮装パーティをするというので,そ れに招 ばれた時には,一 緒 に楽しみ

ました。今のような大がか りなカーニバルのお祭 りパーティはありませんで

した。ただ仮装を楽 しんだだけです。夜中の12時 に仮装のお面を取 りはず し

ます。そうす ると,そ れぞれの正体が分かるというものです。

メーデーには,こ このシュテックハイムから,私 たちは,い つもリヤカー

にビールの樽を積 んで,森 に引いていった ものです。森で,素 晴 らしいメー

デーのお祭 りを祝いました。家族 もみんな一緒 に行って,楽 しみました。そ

れがメーデーのお祭 りだったのです。その他の党のお祭 りは,昔 はあ りませ

んでした。

余暇

父 は,い っも仕事をしていましたが,余 暇 を見つけては,工 作を楽 しみま

した。男の子たちのクリスマスの贈 り物用に,い ろいろな物 をた くさん作 り
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ました。居酒屋な どに行 く経済的な余裕 はないので,母 と一緒によく親戚 も

訪ねたものです。彼は,と ても動物が好 きで した。庭で豚や兎 に餌をやって

いました。ある時,兎 の耳 におデキができて,彼 は,耳 をカ ミモール茶で手

当てして,包 帯を巻きました。そうしたら,そ の兎がいっも父の後をついて

歩き,家 の中にまで一緒についてきたのです。後 に,父 は,こ の兎を屠殺す

ることができず,だ れかにあげてしまいました。 とて も動物好 きだったので

す。

母は,い つ も衣服の繕い物 とか,す ることが山ほどあったので,本 当の意

味での余暇 というものはありませんでしたが,夜,親 戚を訪問することが,

かろうじて彼女の余暇の楽 しみでした。で も,両 親 は,人 生 を楽しむ人たち

だったので,私 たちの家にもしばしば兄弟姉妹や従兄弟 ・従姉妹,仕 事仲間

が訪ねてきました。そういう時には,ふ んだんに食べ物が振 る舞われて,そ

の後は,い つ もよりもさらに切 り詰めた食事にはな りましたが,ど うにかし

て,振 る舞うだけのお金を工面 していたので しょう。

私たちは,夏 には家族で遠足 をしました。日曜 に天気が良い と,午 前中だ

けですが,父 は,し ばしば,私 たちを遠足 に連れていって くれたのです。父

は手す り付 きの荷車 を持っていましたが,朝,そ の中に下のふた りの弟 を乗

せて,上 のふた りの弟が,そ れを引きました。私たちは,山 歩 きの唄 肱 編 θ処

liederを 歌いなが ら,歩 きました。母は,昼 食用のサンドイッチを作って くれ

ましたが,家 に残 りました。午前中だけでしたが,私 たちにとっては,一 番

素敵なことだったので,い つも,空 を見上 げては,雨 が降 らないように,雨

が降 らないようにと祈 った ものです。遠足 に行 くと,レ モネー ドを一杯飲 ま

せて もらいましたが,こ れ も特別の楽 しみでした。ある時,午 後 に,母 も一

緒 にヌスベルク(山)へ 遠足 に行った時は,そ こに 「ここで,家 族がセルフ・

サー ビスでコー ヒーをいれ ることができます!」 という大 きな看板がかかっ

ていました。それで,次 からはコーヒーの粉 を持参 し,10ペ ニヒかい くらか

払って,ポ ッ トも借 りて,お 湯 をもらい,コ ー ヒーを作 りました。コーヒー

の粉 といっても,本 物のコーヒーの粉は高いので,チ コリの代用品の粉 を混



日常生活史一B女 の場合 271

ぜた もので,チ コリがほ とんどといってよい代物で した。

子供 の頃の両親の家では,よ く家族みんなで歌いました。父が よく「さあ,

歌おう」 と号令をかけると,歌 い始めるのです。当時,今 ではだれも知 らな

いような唄 も含 めて,民 謡か ら流行歌 まで,き れいな唄なら何でも,少 なく

とも120曲 から150曲 のレパー トリーの唄を歌いました。クリスマスの唄 も,

歌詞 を変えて歌いました。つまり,イ エスが どうの こうのという部分です。

例えば,「聖夜」の歌詞は,「静かな夜,聖 なる夜。みんな寝静まっている時

に,坑 夫がひとり寂 しく坑道で目覚めている」 というようにです。 レフレイ

ンをもう想い出すことはできなせんが,と て もきれいな唄でした。「自由のた

めに」のような労働者の唄 、4rbeiterliederや,フ ランス人が歌 う 「ラ・マルセ

イエーズ」なども歌い ましたが,大 抵 は政治組織のお祭 りやメーデーの時で

した。

20年 代に働 いていた当時,私 は山歩きのクラブに参加 し,ハ ルツ地方の

山々を歩 き回 りました。 ここのヌスベルクなどにもいつ も行 きました。いつ

も同 じクラブの仲間たちと一緒 に,戸 外 にいた ものです。私たちは,円 座 に

なって,だ れかがときどきハーモニカを吹きました。 このクラブには,マ ン

ドリンを弾 く仲間が何人か,ギ ターやバイオ リン,そ れにバラライカを弾 く

人 もいました。ハイノ ・ザムゼは,バ ラライカを持 っていました。 この時期

が,私 の生涯最高の時代でした。この山歩 きのクラブには,1925年 頃か ら1929

年に結婚するまで,入 っていました。

夫 と知 り合った時,夫 は,も うシュテックハイムの自転車愛好家協会 「連

帯」の会員で した。だから,「ちょっと,君 も練習 してみなさい。そんなに難

しくないから」 と彼が言 うので,私 も試 してみた ら,乗 れたのです。そうい

うわけで,私 も入会 しました。入会当時,私 はまだブラウンシュヴァイクに

住 んでいたので,い つ も自転車 に乗るために,シ ュテックハイムまで来たも

のです。私たちは,1927年 には,も うこの協会の会員 になっていましたが,

後 に,こ の協会は強制的に解散 させ られました。私たちの,自 転車愛好家中

央会館がオッフェンバッハにあ り,そ こに店 も修理工場 もあったのですが,
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今は,も うその会館 もありません。全部,接 収されて,再 び戻 ってはきませ

んでした。私たちは戦後,も う一度,ま だ どうにか残 っている自転車 をかき

集め,修 理して,あ る程度は活動していましたが,若 者がいな くなって,自

然消滅 しました。最初の夫 と結婚 していた30年 代には,自 転車で,日 曜毎に,

ずいぶん,あ ちこち走 り回ったものです。いつ もブラウンシュヴァイク近郊

の リヒテンベルク(山)や アッツェ(山)な どの森へ行きました。 ここら辺

には,と ても良い自転車専用の道路があったのです。この道路 を使 うために

は,自 転車に自転車連合会のステッカーを貼っていました。つまり,1年 問

分の会費 を払 うと,ス テッカーをもらいます。その会費で自転車専用道路が

整備されたのです。 この自転車道路はとて もすばらしいものでしたから,遠

出できない ときには,午 後に,こ のす ぐ近 くの リッヒレーマー ・ホルツから

マッシェローダー ・ホルツ,ザ ルツダールム,ブ ルクホルス トまで抜 けて行

きました。回 りにた くさん森があって,森 か ら森へと,自 転車道路があった

のです。私たちの息子を自転車の前に乗せて,男 も女も一緒に,会 の仲間た

ちと一緒でした。

夫は,そ の他にここのシュテックハイムの「アイニ ッヒカイ ト」"捌纏 沸読"

とい う名前の労働者の合唱協会 に入っていました。

両親は,居 酒屋に行 きませんでした し,私 も居酒屋やレス トランへは行 き

ませんでした。でも,何 か特別のことがあると,私 は夫 とダンスをしにレス

トランへ行 きました。そういう時は,「ホーブイェーガー」へ行ったものです。

春やメーデーのお祭 りの時に,ダ ンスをしに行ったのです。「ホープイェー

ガー」 は,大 きなホールで,ヴ ォルフェンビュットラー通 りにありました。

今,タ クシー ・センターがある所です。


